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５
月
１０
日
か
ら
始
ま
っ
た

春
期
日
本
語
・
日
本
事
情
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
４
週
間
コ
ー

ス
）
に
参
加
す
る
た
め
来
日

し
た
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー

大
学
生
２０
人
が
、
文
学
部
の

板
坂
則
子
ゼ
ミ
生
ら
と
交
流

し
た
。

２０
人
は
５
月
１５
日
、
日
本

語
の
授
業
の
休
憩
時
間
を
利

用
し
て
引
率
の
楊
暁
捷
ア
ジ

ア
研
究
学
科
教
授
（
日
本
古

典
文
学
が
専
門
）
と
「
日
本

文
化
講
義
」
（
板
坂
教
授
担

当
）
の
教
室
を
訪
ね
た
。
教

室
で
は
８０
人
の
受
講
生
か
ら

大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ

た
。そ

の
１
週
間
前
（
８
日
）

の
同
授
業
で
、
楊
教
授
を
講

師
に
、
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
と

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
結
ん
だ

遠
隔
授
業
「
盛
久
伝
説
に
見

る
中
世
と
近
世
の
間
」
を
受

け
た
ば
か
り
。
受
講
生
に
と

っ
て
楊
先
生
ら
の
登
場
は
、

う
れ
し
い
〝
サ
プ
ラ
イ
ズ
〟

に
な
っ
た
。

江
戸
期
の
日
本
文
学
・
文

化
を
学
ぶ
板
坂
教
授
の
ゼ
ミ

や
授
業
で
は
、
海
外
の
大
学

と「
ネ
ッ
ト
会
議
シ
ス
テ
ム
」

な
ど
で
結
ん
で
共
同
授
業
や

遠
隔
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
海
外
の
学
生
が
日
本

文
学
・
文
化
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
る
か
を
知
る
絶

好
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

同
２８
日
に
は
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
食
堂
キ
ャ
ビ
ン
で

総
勢
５０
人
が
参
加
し
て
、
板

坂
ゼ
ミ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学

生
合
同
の
「
お
茶
会
」
が
開

か
れ
た
。
お
茶
と
ケ
ー
キ
を

共
に
し
な
が
ら
約
１
時
間
、

打
ち
解
け
て
お
し
ゃ
べ
り
を

楽
し
ん
だ
∥
１
面
に
写
真
。

「
カ
ル
ガ
リ
ー
の
学
生
は

村
上
春
樹
な
ど
日
本
文
学
や

作
家
を
よ
く
知
っ
て
い
て
教

え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ

ち
ら
も
も
っ
と
勉
強
し
な
け

れ
ば
」
と
板
坂
ゼ
ミ
の
秋
山

恭
介
さ
ん
（
２
年
次
）。

カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
の
ア
シ

ャ
・
ポ
ー
テ
ウ
ス
さ
ん
は

「
と
に
か
く
日
本
が
大
好

き
。
日
本
語
が
も
っ
と
上
手

に
な
り
た
い
」
。
ケ
イ
リ
ー

・
メ
ガ
ワ
さ
ん
は
「
専
大
生

は
親
し
み
や
す
い
人
ば
か

り
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
っ

て
も
長
く
日
本
に
い
た
い
」

と
語
っ
た
。

カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
の
日
本

語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
は
２
０
０
５
年
か
ら
。

９
年
間
で
１
７
０
人
以
上
が

受
講
し
た
。「
専
大
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
我
々
の
日
本
語
コ
ー

ス
の
学
生
に
と
っ
て
、
大
変

あ
り
が
た
く
、
貴
重
で
す
。

４
週
間
一
日
４
時
間
の
授
業

で
日
本
語
が
ぐ
ん
と
上
手
に

な
り
ま
す
」
と
楊
教
授
。

カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
生
ら
２５

人
が
参
加
し
た
春
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
６
月
７
日
に
修
了
式

を
迎
え
た
。
受
講
生
は
た
く

さ
ん
の
思
い
出
と
と
も
に
日

本
を
後
に
し
た
。

中学時代、英語の授業が嫌いだっ

た。嫌いな理由はやることが幼稚だ

からである。「これはペンです」と

皆で声を揃えて発音するなんて実に

くだらない。大体、「これはペンです」

などと日常生活で言う場面は想定で

きない。そんなことをする時間があ

ったら、日本語の本をたくさん読ん

で、世界の歴史や文化（自分がまだ

知らないこと）を学ぶほうがずっと

役に立つ、と思っていた。

高校時代、もうちょっとましな外

国語はないか、と思いドイツ語部に

入った。しかし入部直後に虫垂炎を

こじらせて腹膜炎を併発、長期入院

を余儀なくされて、ドイツ語どころ

ではなくなった。退院、復学後は、

皆に追いつくために学業に精を出し

たけれど、相変わらず英語の授業だ

けは嫌いだった。テキストの内容が

他科目に比べて、浅薄だと感じた。

大学時代の専攻は法律だったか

ら、英語の勉強は最小限ですんだ。

しかし、「知らないことを知りたい」

という気持ちが度々抑えきれなくな

り、カナダに留学したり、ドイツ語

（第２外国語）に加えイタリア語（第

３外国語）を学んだりした。

就職した防衛庁（当時）は、同盟

国（米国）の言語から逃れられない

組織だったから、任務遂行のため

に、英語漬けになった。チェイニー

国防長官（後に副大統領）の通訳を

担当した。そして、仕事の合間に大

学院（夜間部）に通い、国際政治を

専攻、それを奇貨として研究所勤務

に転じた結果、期せずして英文の研

究業績が増えていった。

＊続きはＬＬ研究室のホームページで

２
０
１
３
年
度
の
長
期
交

換
留
学
生
及
び
交
換
留
学
奨

学
生
（
第
２
期
）
が
次
の
１１

人
に
決
ま
っ
た
。
氏
名
と
留

学
先
は
以
下
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

【
英
語
圏
】

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米
国
）

▽
畠
山
大
樹
（
経
済
３
）
▽

鈴
木
郁
実
（
商
４
）
▽
松
村

英
明
（
文
４
）
▽
宇
川
雅
樹

（
文
３
）
▽
三
浦
可
歩
（
文

３
）
▽
木
下
寛
之
（
文
３
）

●
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ
大
学
（
米

国
）
▽
熊
澤
翔
（
文
３
）

●
マ
ウ
ン
ト
ア
リ
ソ
ン
大
学

（
カ
ナ
ダ
）
▽
鈴
村
優
太（
文

３
）
▽
加
藤
一
真
（
文
３
）

●
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
（
米
国
）
▽
濱
本
隆

子
（
商
３
）

【
英
語
以
外
の
外
国
語
圏
】

●
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
大

学
（
メ
キ
シ
コ
）
▽
笠
井
美

月
（
文
４
）

５
月
１５
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
校
友
会
・
育
友
会
共

催
の
「
留
学
生
を
囲
む
会
」

が
開
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
懇
談
会
を

通
し
て
親
睦
を
深
め
た
∥
写

真
。甘

竹
秀
雄
校
友
会
長
、
渡

邊
信
育
友
会
長
（
当
時
）
ら

両
会
の
役
員
、
中
国
・
韓
国

・
香
港
・
台
湾
か
ら
の
留
学

生
３３
人
を
は
じ
め
、
国
際
交

流
会
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
」
に
所
属

す
る
学
生
ら
合
わ
せ
て
６５
人

が
出
席
。
両
会
の
役
員
ら
は

留
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
を
聞
く
と
と
も
に
、
自
身

の
体
験
を
交
え
な
が
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
っ
た
。

国
際
交
流
情
報

第
１０
回
海
外
留
学
・
国
際
交

流
フ
ェ
ア

帰
国
学
生
に
よ
る
個
別
相

談
や
留
学
生
と
の
交
流
企
画

な
ど
、
多
彩
な
企
画
で
海
外

留
学
や
国
際
交
流
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
。
学
生
全

体
の
留
学
・
異
文
化
へ
の
関

心
・
理
解
を
高
め
る
良
い
機

会
と
な
る
。

▽
日
時
∥
７
月
６
日
（
土
）

１０
時
～
１５
時
▽
会
場
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス

※
各
企
画
の
詳
細
は
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。


国
際
交
流
事
務
課
☎
０
４

４
・
９
１
１
・
１
２
５
０

キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

〈
経
営
学
部
〉

第
８
回
高
校
生
の
た
め
の
経

営
学
実
践
講
座
「
マ
ネ
ジ
ャ

ー
体
験
を
先
取
り
し
よ
う
！

心
を
つ
か
む
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

の
売
り
方
と
は
」

「
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
」
を
展

開
す
る
㈱
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
の
協
力
で
、
高
校
生
を

対
象
と
し
た
ア
イ
デ
ア
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
。
参
加
費
無

料
。
モ
ス
ラ
ン
チ
付
き
。

▽
日
時
∥
８
月
４
日
（
日
）

１０
時
３０
分
～
１６
時
▽
会
場
∥

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
３
１

５
教
室

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□申
・

専
修
大
学
経
営
学
部

「
公
開
講
座
」
係
☎
０
４
４

・
９
１
１
・
１
２
５
６

e- m
a
i
l
:
m
k
o
u
k
a
i
@
i
s

c
.
s
e
n
s
h
u
- u
.
a
c
.
j
p

〈
専
修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
〉

第
２６
回
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時
∥
６
月
２２
日
（
土
）

１３
時
３０
分
開
演
▽
会
場
∥
川

崎
市
多
摩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
演
奏
曲
目
∥
グ
リ
エ
ー
ル

「
交
響
曲
第
１
番
」
な
ど
。

入
場
無
料
。

e- m
a
i
l
:
s
e
n
p
h
i
l
@
l

i
v
e
.
j
p 梅

雨
の
季
節
を
迎
え
、

新
入
生
も
大
学
生
活
に
だ

い
ぶ
慣
れ
て
き
た
頃
で
あ

ろ
う
。
入
学
し
た
て
の
頃

は
、
新
た
な
大
学
生
活
に

目
を
輝
か
せ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は

大
学
へ
の
期
待
で

あ
ろ
う
し
、
い
つ

ま
で
も
そ
う
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
る
。

大
学
は
講
義
で

学
ぶ
だ
け
で
は
な

く
文
化
的
教
養
を

育
む
絶
好
の
場
で

も
あ
り
、
専
大
は
そ
の
た

め
の
条
件
に
恵
ま
れ
て
も

い
る
。
サ
ー
ク
ル
も
そ
の

一
つ
で
あ
ろ
う
が
、
少
し

足
を
運
べ
ば
人
類
の
偉
大

な
遺
産
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
例
え
ば
開
催
さ

れ
て
い
る
展
覧
会
の
う
ち

「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ

ィ
ン
チ
展
」
（
東
京
都
美

術
館
）
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
彼
は
生
涯
を
通
じ
て

僅
か
十
数
点
の
油
彩
作
品

し
か
遺
し
て
い
な
い
が
、

そ
の
う
ち
の
一
点
「
音
楽

家
の
肖
像
」
が
展
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
レ
オ
ナ
ル
ド
に
よ
る
唯

一
の
男
性
肖
像
画
で
あ

り
、
小
品
で
は
あ
る
が
幾

何
学
や
徹
底
し
た
解
剖
学

的
研
究
等
の
諸
学
問
の
成

果
を
「
絵
画
」
に
結
実
さ

せ
た
傑
作
で
あ
る
。

確
か
に
大
学
生
活
も
後

半
に
な
れ
ば
「
就
活
」
で

忙
し
く
な
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
大
学
は
就
職
の
た
め

の
組
織
な
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
た

く
さ
ん
の
事
柄
を
集
大
成

す
る
場
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
が

個
別
の
「
星
」
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
星
を

全
体
と
し
て
有
機
的
に
結

び
つ
け
て
い
る「
宇
宙（
ユ

ニ
バ
ー
ス
）」が「
大
学（
ユ

ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
）
」
な

の
で
あ
る
（
レ
オ
ナ
ル
ド

が
「
絵
画
」
に
お
い
て
諸

学
を
結
合
し
て
い
る
よ
う

に
）
。
そ
し
て
こ
の
結
合

を
可
能
に
し
て
い
る
の
が

「
文
化
的
教
養
」
だ
と
す

れ
ば
、
今
の
う
ち
に
そ
れ

を
育
む
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

（
学
生
部
）

連
合
県
人
会
主
催
の
新
入

生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
「
第
４６
回

青
衿
祭
」
（
山
下
翔
実
行
委

員
長
・
経
済
４
）
が
６
月
１

日
、
新
宿
区
の
日
本
青
年
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
∥

写
真
。
今
回
は
「T

i
m
e
w
a

i
t
s
f
o
r
n
o
o
n
e

～
追
い

か
け
よ
う
未
来
を

残
そ
う

足
跡
を
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

各
県
人
会
の
代
表
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、no

b
o
d
y
k

n
o
w
s
+

に
よ
る
ゲ
ス
ト
ラ
イ

ブ
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

和やかに 留学生を囲む会

カ
ル
ガ
リ
ー
大
生
２０
人

文
学
部

板
坂
ゼ
ミ
生

交

流

文化的教養の勧め

▲ 紹介される楊教授（左端）とカルガリー大生。

左から２人目が板坂教授＝５月１５日

４６
回
青
衿
祭
開
く

▲ チェイニー夫妻と竜安寺にて

１３
年
度
長
期
交
換
留
学
生
（
第
２
期
）

私
は
英
語
が
嫌
い
だ
っ
た

佐島 直子 経済学部教授

ぬん（文４）

英 語

ー●２１●ー

「花言葉」

第５１３号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１３年（平成２５年）６月１５日（９）


